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カリキュラムに関する学生の意識調査
第3報 専門教育についての学生の意識*
下回lJ四雄**.丹下宗俊**・奥谷禎一*人間村功**.商羅買**
( 1{和55年8月11日受理)
A SURVEY ON STUDENTS' CONSCIOUSNESS FOR 
CURRICULUM BY A QUESTIONNAIRING 
3. on Students' Consciousness for Special Education 
Y oshio SHIMODA， Munetoshi T ANGE， Teiichi OKUT ANI， 
Isao NISHIMURA and Hiroshi NISHIRA 
Abstract 
As the 3rd item of the survey on students' consciousness for curriculum through a questionnaire that 
has been performed by the authors， this paper deals with students' consciousness for special education. 
The questions on the matter in this paper are 6 questions from No. 9 to No. 14 question， and they are 
analyzed with TANAC selector and discussed. 
緒 雷
著者らは，これまで，農学系の人・学・学部について，
主として，それらの学生便覧・学宵案内等を資料とし
て，カリキュラムに主眼を置き，その現状について解析
を進め. r農学部における専門教育と一般教育等との関
連に関する研究」と臨して，それらを5報にまとめた
。、 ， ，? ?，?? ?，??，?。?，?
乙れらと併行して，それら大学・学部に(r:学する学生
(修士課程に在学する学生を合む)を対象として，実施
された「学生の大学におけるカリキュラム1<:関する意識
の調査Jは，幸いに32大学の教官諸氏と学生諸君のど協
力を戴いて. 5.334枚のアンケートが回収された。 ζ乙
に厚く感謝の志;を表する次第である。乙れら回収された
アンケートについての解析が鋭窓進められて来ており，
ζ乙にその中間報告として，アンケートに対する応答に
ついて総抗を行うととが出来た。広くご批判を仰ぐ次第
である。
I 資料
との研究の第 1報6)の別表 1ICt協
*神戸大学農学部農学教育研究会報告8号
“神戸大学農学部
おけるカリキュラムに関する志織の調査」調査脅に見る
とおり，設聞の9から18までの部分は，専門教育に関す
る問題をとりあげている。ここでは，これらのうち，設
問9からはまでの， ヒとして専門教育のあり方について
の応答を，前述の第 1報の去21ζ伺げた「アンケー卜の
学系別総括の表」から選んで解析をおこなった。因み
に，設問の15から18までは，主として，農場・牧場・演
習林実習等を合めた，実験・実習・演習等l己主眼を霞い
ており， ζれらについては，次報3)に割費した。
盟 結果と考察
乙の報告では，上述のアンケートの20の設問のうち，
専門教育についての学生の意識を調査するための，投開
9から14までの6つの投開をとりあげ，それらの応答に
ついて解析をおζなった。すなわち，設問 9では，手門
教育のあり方について，学生がどのような要望を持って
いるかを，設問10及び11では，いずれも卒業要件として
の噂門教育科目をとりあげ，前者ではその単位数はどの
くらいが適当であるのかを，後者では，そのうち必修単
位数の割合は何ノマーセントを占めるのが適当であるのか
を，設問している。設問12及び13では，いずれも卒業研
究をとりあげ，前者ではそれが必修制であるか，選れHiU
であるか，選択制の場合，履修しているか，履修してい
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ないかについてを，後者では卒業研究が選択制であるが
履修していると応答した者についてその理由を問うてい
る。さらに，設問14では，専門教育の開始学期について
それがいつから始まるのがよしゅ〉を問うているo
1 . 専門教育の内容
専門教育の内容についての設問 9では，専門教育につ
いて 2つまで記入可 として，
1 )もっと掘り下げた授業を望む
2)時代に即応しナこ科目カ斗ましし〉
3)地域にマッチした科目がほしい
4)現場での実地教育をとり入れてほしい
5)実社会との関連を明確にしてほしい
6)視聴覚教育法をとり入れてほしい
7 )もっと基礎的な科目がほしい
8)その他〔
のように 8つの事項をとりあげている。
とれらの事項に対する応答を，設[IJ9 !乙対する応答者
のパーセンテージで表わし. 9学系別に図 1に示した
(以下，事項に対する応答数を設問に対する応答者数の
fー センテージで表わした数値を IJ!0答;t;cJと称する)。
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図1によると， I実社会との関連Jについての要望が
最も多く，獣医学系(15.2%)と水産学系 (17.5%)を
除いて，いずれも20%を超えており，全体では， 22.15ぢ
の i~~~1~çを示している。
次いで， I現場での実地教育」を要望する者が多く，
農学系(17.7%)と段芸化学系(14.9%)の2学系では
比較的に低いけれども，他の 7学系では，いずれも， 20 
%を超えており，全体では， 19.9%となっている。
「時代に即応した科目」に対する要望は，全体では，
17.1%で第3位であるが，農芸化学系では20.1%となっ
ていて，特に際立つている。
「視聴党教育法Jについての要望は「基礎的な科目」
についての要望よりも低く，全体でみると，前者の 7.5
%に対して，後者では12.5%となっている。 I基礎的な
科目Jに対する要望は，環境学系で20%を超えているの
が目立つているが，乙のことは，乙の学系がカバーしな
ければならぬ領域の広い乙とを考えあわせると，まこと
に興味深い。
「掘り下げた授業」に対する要望は，林学系(8.9%)
がいくらか低めであるが，他の 8学系では，いずれも10
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図1 専門教育について
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のように 5つの事項をとりあげている。
設問10!C.対する応答率を学系別に図2!C.示した。
大学における専門教育科目の履修すべき単位数につい
ては，大学設置基準(昭和31年10月22日，文部省令第28
号)の第32条(卒業の要件)第 1項第4号に「専門教育
科目については76単位Jと明示されており問題はないが
(ただし，同条第 3Jj'{には， r 2以上の外国語の修得を
卒業の要件とする大学にあっては 1の外国語の科目の
単位は，第 1明第2号の外国語科目についての単位と
し，他の外国語の科目の単位は，第 p貝第4号の専門教
育科目の単位とみなすJと示されている)，現実の問題
として，このi'~i位数を学生はどのようにみているかを調
べるために，単位数について，このような 5つの事項を
とりあげたものである。
r75以ド」が適1と応答した学生は， 54.8% (環境学
系)ないし12.2%(獣医学系)で，全体では， 30.6%とな
っており故もiqぃ。後述するように， r89以上Jが適当
であると応答した者は， 61.1%(獣鹿学系)ないし 2.4%
(環境学系)で，全体では， 15.8%にのぼっているとと
からみて，卒業要件としての単位数は少ない方が楽だと
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%を超えており，全体では13.3労となっている。
「地域l乙マッチした科目Jに対する要望は， 2.5銘(水
産学系)ないし7.7%(農業経済学系)で，各学系とも比較
的に低く，全体では 4.8%にとどまった。畜産学教育協
議会においても ζの数年来 「畜産学教育のあり方」
とり組んでおり，その11間報告(案)の中で，く教育面で
はとくに，地域性を考えることは必要でないであろう>
と述ぺており，との学生の考え方.と軌を-1としているよ
うにみえる。
2. 卒業要件としての専門教育科目
イ.卒業要件としての専門教育科目の単位数
卒業要件としての専門教育科目の単位数については，
設問10に，卒業要件として 専門教育科目ω単位数は何
単位くらいを適当と考えますか lつだけ選んでくださ
として
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卒業要件として適当な専門教育科目の単位数図2
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民13 卒業要件として適当な専門教育科目の必修単位数の割台
いう考え方ばかりから，乙の f75以下」を適当とする比
較的自い応答率が出て来たとは考えられない。因みに，
設問101乙対する応答から，学生が適当と考えている専門
教育科目の単位数を推定するために. f75以下Jを75.
f89以ヒ」を89.他はそのままの数値で，単位数の重み付
き平均を計算すると，農学系(80.6)，農芸化学系(80.7)， 
農業工学系(81.1)，林学系(83.0).農業経済学系(82.2)• 
畜産学系(80.7)，獣医学系(89.0)，水産学系(80.7).環
境学系(77.8). さらに全体では.81.3単位となる。これ
を要するに，専門教育科目の，卒業要件としての単位数
は大学設置基準の76単位以上というレベルよりいくらか
高めを考えてよいように思われる。
ロ.卒業要件としての専門教育科目の必修率
卒業要件としての専門教育科目の必修中については，
設問1U乙卒業要件として 専門教育科目の必修単位は
何妬くらいを適当と思いますか 1つだけ選んでくださ
いとして
1) 0 
2 ) 
3) 
30 
50 
ω 
100 
5.81 I 5.9 
~-------90 
80ぃ
70 
/11¥122・8
60 
50 
40 
30 
20 
10 
O 
4) 70 
5) 100 
のように 5つの事項をとりあげた。
設問111乙対する応答率を学系別に図 3に示した。
必修中 f70Jを適当と思う者が，各学系とも比較的に
多いようで.15.5% (環境学系)ないし52.7%(獣医学
系)で，全体では.34.1%となっており最も多い，次い
で，必修平 f50Jを適汁とする者が.16.5%(獣医学系)
ないし35.496(股芸化学系)で，全体では32.27ぢとなっ
ている。必修平 foJ.すなわち，全部選択科目かまたは
自由科目とする乙とが適当であると考えているわけであ
るが，これに対する要望は，最も低くて.3.7%(獣医学
系)ないし 14.3%(環境学系)となり，全体では， 7.4 
%である。 f必修制度」に対する抵抗感ないし違和感と
いった感じ万は私たちが考えているよりも格段に少ない
ようにみえる。
前項の，卒業要件としての単位数が， f75以下」が適
汁，とする者が30%を超える最もιhP応答率を示した乙
とと考えあわせると，必修単位数についてはある程度高
い比平が適当であると考えてい乙ことは， 一見矛盾して
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いるようにもとれるが，この辺のところがいつわりのな
い学生の意識なのではなかろうか。
因みに， ζの必修ギについても，学系ごとの重み付き
平均を計算したと ζろ次のような結果を得た。
農学系(48.7)，農芸化学系(53.0)，農業工学系(51.4)， 
林学系(47.3).農業経済学系(56.4)，商産学系(55.0).
獣医学系(70.4)，水産学系(47.9)，環境学系(38.3).全
学系(54.1)。すなわち，重み付き必修本は.38.3錨ない
し70.4%.全体で54.1%となり，専門科目のおよそ半分
くらいを必修とするととが適当であると，学生諸君が考
えている ζとがわかる。
3. 卒業研究について
イ.卒業研究の必修制・選択制について
卒業研究の必修制・選択制については，投開121乙卒
業研究について
1)必修制である
2 )選択制であ忍が胤修している
3 )選択制であるので履修しなかった
のように 3つの事出をとりあげている。
設問12に対する応答率を学系ごとに表 1ζ示した。
卒業研究が「必修制である」と応答した者は.54.7% 
(獣医学系)ないし 100.0%(環境学系)で，全体では
87.7%となっており，卒業研究の性格からいって当然の
ζとと思われるが，この数{ははかなり高い。 r選択制で
あるJと応答した学生は12.3%にすぎない。
「選択制であるJと応答した者について. r履修して
いる」者と「履修しなかったJt'tの比本を計算して表2
表 l 卒業研究 (箔)
，日全
-jλ 
?????????????????????
農 ~3宅 系 86.0 12.9 1.1 
農芸化学系 90.0 9.6 .4 
農業工学系 87.3 12.4 .3 
中本 学 系 99.3 .7 O 
農業経済学系 97.3 2.7 。
畜産学系 87.0 11.5 1.5 
獣医学系 54.1 30.7 15.2 
水産学系 97.7 .8 1.6 
環境学系 100.0 O O 
一一一一一一一一一一一一」一一一一一一一一
全 体 87.7 10.9 1.4 
一一ー一一一一一一一一一 一一一一一一
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点2 選択制ω場合，卒業研究履修数
1)履修して 2)履修しなん
いる かった 口~F 
農学系
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括弧内lと合計に対するノfー センテージを示した。
に掲げたが，この去から明らかなように， r選択制であ
る」のに「履修している」者の比率は. 100.0% (林学
系，農業経済学系)ないし30.4%(水産学系)で，全体で
は88.6%となり，教は側のガイダンスが当を得ている ζ
とと相まって，卒業研究に対する学生の意識も格段にiq
いζとがうかがい知られる。
ロ.卒業研究を履修する理由
卒業研究を履修する理由については，設問131乙.12-
2) 選択制であるが版修している にO印をつけた万九
その理由 1つだけ選んでください として
1)人ザ~/t活のしめくくりと思ったから
2 )就職に有利と思ったから
3 )専門の研究をしたかったから
4 )その他〔
のように 4つの事以をとりあげている。
投開131乙;対する応答率を学系別に表3に示した。
表3によると，最も多かったのは， r専門の研究をし
たかったから」と応許した者で， 33.3% (休学系)ない
し 100.0%(股業経消学系，水産学系)で，全体では，
52.5%となっている。
次いで， r大学生i/のしめくくりJ!ζ対する応答が多
く， 0 (民業経済学系，水産学系)ないし42.4%(農芸
化学系)で，全体では30.5%となっている。 r就職に有
利jと考えている学生の比率は，段芸化学系で10.6%と
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1つ
なっているほかはいずれも
低く，全体でも 4.7%にと
どまり最低値を示した。
4. 専門教育の開始時期
専門教育の開始時期につ
いては，設問14として，い
つから専門教育が始まるの
がよいと思いますか
だけ選んでください
卒業研究の履修理由
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A 
仁14)その他
て，
1) 1年前期
2) 1年後期
3) 2年前期
4) 2年後期
5) 3年以後
のように 5つの事項をと
りあげている。
設問14に対する応答率を
学系別に図4に示した。
最も高い応答率を示した
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のは， 12年前期Jがよいとする応答で，これは.26.5 
% (水産学系)ないし43.5%(環境学系)の間にあり，
全体としては.33.5%になっている。
次に高かったのは 11年前期」がよいとする応答で，
これは.16.5% (環境学系)ないし38.4%(獣医学系)
の間にあり，全体としては.27.8%となっている。
しかし. 11 年後期」を要望する者が14.9%あり 1
年目からの専門教育の開講を望む者が合計42.7%とな
り，過半数に近いことは注目してよいことであろう。
13年以後Jがよいとする応答は，各学系とも，いず
れも10錨に満たず， 4.0形(水産学系)ないし8.8%(農
業経済学系)の間にあり，全体としても. 6.1 %にとど
まり，最も低い値を示した。
学生の応答から，専門教育の開始時期をみると. 1専
門教育が目的で大学に入ったのだから，早く専門教育を
受けたい」といった意欲が域じられる。また，一般教育
と専門教育との場が，同一かもしくは近接しているよう
な大学では，低学年から，出来る限り専門教育科目を開
講して行ζうとする教官側の努力が，学生便覧・学習案
内等からもうかがい知れるUO
町摘 要
本報は，前2報6，9)I乙引き続き，農学系大学・学部に
在学する学生(修士課躍に在学する学生を含む)を対象
として，実施したアンケート調査「学生の大学における
カリキュラムに関する意識の調査J調査書6)の20の投開
のうち，設問9から14までの，専門教育の内容のあり方
に関する 6つの設聞をとりあげて解析をおこなったもの
である。
1ト. 専門教育の内容のあり心.についての学
は，学系の間にかなりのバリエーションはあるものの，
全体として. 1宍社会との関連を明確にしてほしい」に
対する応答が.22.1勉で最も!"f.uく. 1職場での実地教育
をとり入れてほししリに対する応答が19.9%でこれに次
ぎ， 1時代に即応した科目がほしい」に対する応答が，
17.1%， 1もっと Y封建的な科目がほしいJに対する応答
12.5%.等となっており. 1地域にマッチした件目がほ
しいJに対する応答が最も低かった。
2. 卒業要件として過河と7-Jえる，噂門教育科目の単
位数については 175以日とした者が30.6%で最も商
く，次いで， 182Jとした者が24.5%， 176Jとした者
が18.7~ぢと続いている。 ζれらの応答から単位数の重み
付き平均を計算すると全体として.81.3単位となった。
3. 専門教育科目のうち，必修単位数の比率に対して
は， 170Jがよいとする者が34.1%で最も高く，次いで
150Jがよいとする者が32.2%となっており，約三分の
二の学生が，専門教育科目の必修単位数は 170Jまたは
150Jがよいと応答している。必修率の重み付き平均は
54.1%であった。
4. 卒業研究が. 1必修制であるJと応答した者は，
87.7%と高く， 1選択制であるJと応答した者は， 12.3 
%IC過ぎない。しかし. 1選釈制であるが履修してい
るJと応答した者は.88.6%にのぼっており，卒業研究
に対しては，学生のj昔、識が格段に;向いととがうかがい知
られた。
5. 卒業研究が. 1選択制であるが崩修している」場
合の履修の理由は， IJ寺門の研究をしたかったからJと
応答した者が最も多く.52.5郊で，次いで. 1大学生活
のしめくくりJと応答した者は30.5%であった。
6. 専門教育科目の開始時期に対しては， 12年前
期Jがよいとする者が33.5%で最も高く，次いで. 11 
年前期」がよいとする者が27.8%であった。概して，専
門教育が早い時期に始まるととを要望しているととが明
らかに見てとれる。
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